
















































































































6: 1-6: 6 
6:7-6:10 
6: 11-6 : 24
6: 25-6: 32 






8: 4-8: 9 
8 : 10-8 : 13 
8:14-8:17 
8: 18-8 : 21
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戦後(エフォドの作製と民の堕落) 8: 22-8・28
戦後(ギデオンの晩年と死) 8: 29-8 : 32













































Bolignは， 汁!'1りコヨ の2人称接尾語 可を， Freedmanの意見を採用し，






























































































ギデオ ンは，ゼパとツ ア /ルレムに寸1ロコÇ1~白m寸司 ìi!}尽口『官匂?討ワ 円Dγ、ぷ と問う。
旧約聖書で1叩0回出現している 円D、市ぷ の意味lはま丸，
師記8章 1問8節の 汁:l'Kを“叶W九iVher陀e?"と訳出するなら，後半部の 「あなたによ く
似ておられました。皆，王子のような風貌でで、した」の返答と整合しないので，こ
れまで“Oぱfwhat kind? (ωqu仰αJ仇お?)"の意味に訳出されてきた2九 G.F. Mooreは，
そのような訳出例を指摘しつつも，土師記の 円ゲぶ だけに特別の意味を賦与す
るのは不自然であり，また， 汀?'代 (“inwhat manner? how?")を想定しでも
qualis? の意味に解せないと論じ， 本文修正 ~1::l~η を施し“Who， then， 
were the men?"の訳を提案したのであるお)0 8章 18節の汁b市 を“Where?"
と訳出する可能性はないのだろうか。
18節の 「お前たちが，タボルで殺した人々はどこにいるのか」 は， 場所を聞
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